
 

 
 

Bhagavad Gita（神の詩） 
バガヴァッドギーターは全１８章１０万詩節からなる長編大叙事詩マハーバーラタの中
の第６章を独立させた、１８章７００節からなる世界で最も古くかつ重要な宗教書といわ
れています。ギーターはヴェーダーンタ哲学の解説書でもあります。 

パンドゥ王の死後、盲目の兄のドリターラシュトラが王位を継ぐことになり、自分の 100 人の
息子達とパンドゥ王の遺児の５人の息子達（パンダヴァ）を共に教育することになりました。  
パンダヴァは優秀な武勇者であったことから人民からの敬愛を受け、それを妬んだドリターラシ
ュトラ王の長男ドゥルヨーダナは、次々と彼らを殺す計画をたてます。 

一貫して耐えていたパンダヴァはダルマと正義の再建のために戦争をせざるをえなくなり、両家
の戦いがついにはインド全土を二分する大戦争になってしまうのです。その戦地に選ばれた聖地
クルクシェートラの両陣営の真っただ中で、戦士アルジュナ（パンダヴァ）は、双方を見渡しま
す。戦争回避のあらゆる努力も空しく、今自分がまさに戦わなければならない相手が師匠や友人、
血縁者であることに怖れ、慄き、その苦悩を戦車の御者を務めるクリシュナ神にぶつけるところ
からギーターは始まります。 

クリシュナ神はアルジュナに、人間を束縛し苦悩させる原因とその状況からの解放のためのカル
マヨーガ、バクティヨーガ、瞑想のヨーガ、離欲のヨーガの行法を得々と語って聞かせます。  
アルジュナにとって、クリシュナは内在する神であり、敵は人間の悪性ともいえるのです。 

ギーターは人が生まれながらに課せられたそれぞれの義務（スワダルマ）を利害や結果に執着す
ることなく全身全霊を注いで遂行し、自己の本分を尽くすことを諭します。 

その内容は哲学的でありながら、非常に実践的でもあり、人が人生のさまざまな問題に直面した
時にどう対処するのか、どうやって解決するのかを示唆してくれるものといえます。 

ギーターは、人が心に起こり続ける正悪の衝突や心の歪みという戦を闘い続けて人生を完成させ、
解脱に至るための道を教える精神の書といえるでしょう。 



バガヴァッドギータ 各章の要約 
 

 

第一章     戦いに挑み、アルジュナはクリシュナに自分の戦車を両軍の間に移動させるようにと頼んだ。  

そして敵対するクルの陣容に自分の師匠、友人、兄弟など血縁の人々がいるのを見て、戦意を   

失ってしまう。 

       

第二章 アルジュナから助けを求められたクリシュナは、この肉体は滅びても永遠の自己は死ぬことはない

と諭す。宇宙の法を治めるために戦いを通じて戦士としての義務を果たせよと。 

 

第三章 アルジュナは、知識が行為よりも大切ならなぜ戦わなければいけないのか？と尋ねた。それに対し

クリシュナは、結果に執着することなく大いなる善のために自分の義務を果たすことこそ、成す 

べき行いであると答える。 

 

 

第四章 クリシュナは自分が過去何度もの転生において、敬虔な人々を守り、不信心な者を懲らしめ、グル

に従うことの大切さを説くために、ヨーガを教えてきたことを明らかにする。 

 



第五章 アルジュナはクリシュナに、行動することと、行動を放棄することではどちらが優れているかと尋

ねた。クリシュナは、どちらもよいがカルマ・ヨガとして行動することはさらに優れている、   

と答える。 

 

 
第六章 クリシュナは瞑想のための正しい座り方とサマディーに到達するまでの過程を説明する。 

 

第七章 クリシュナは知識の道（ジュニャーナ・ヨーガ）を教える。 

 

第八章 クリシュナはブラーマン、アートマン、ブラーマンの創造力、この相対界の性質、人間の性質、   

について説明する。そして死の瞬間に最高の完成に到達するためにどのように神を覚えていたら 

よいかという話をする。 

 

第九章 クリシュナはあらゆる状況の中で常に神を思い出すよう、「万物の主、神の中にすべてが存在する」

と説明する。 

 

第十章 クリシュナは自分が物質界・精神界のすべての存在の究極の源泉である神であると説明する。  

アルジュナは過去の聖者の名前を挙げながらクリシュナを最高の神と讃える。 

 

 

第十一章 アルジュナの要望に応えてクリシュナは神としてのあらゆる姿を顕現させ、一千もの太陽の輝きを

放ち、そこに含まれるすべての存在、すべての多様性を見せた。 

 

第十二章 クリシュナは献身のヨーガ、バクティ・ヨーガについて説明する。 

 



第十三章 クリシュナはプラクリティ（本質）、プルシャ（享受者）、意識について説明する。 

 

第十四章 クリシュナは物質における３つのグナ（性質）、サットヴァ、ラジャス、タマスについて説明する。 

 

第十五章 クリシュナは伝説の菩提樹について話をする。天に根をはり枝は地に向いているこの樹は物質的存

在を表している。無執着の斧でこの樹を切り倒し、究極の境地に向かって進むようにと言う。 

       

第十六章 クリシュナは人間にある神性と魔性について説明する。究極の境地に到達するためには、情欲・怒

り・貪欲から離れ、聖典に従ってなすべきこととなすべきでないことを判断し、正しく行動しなけ

ればならない。 

 

第十七章 クリシュナは三種類の信仰（サットヴァ、ラジャス、タマス）について説明する。行為や食べ物の

習慣でさえもこれら三種のグナに対応している。 

 

第十八章 最後にクリシュナはアルジュナにすべての形式のダルマを離れ、神（クリシュナ）にすべてを捧げ

るようにと言う。これこそが究極の人生の完成であると。 



バガヴァッドギーターについて 

スワミ チダナンダ師からのメッセージ 
「ヨーガといのちの科学」より 

 

ウパニシャッド、ベーダンタ、バガヴァッドギーターそしてヨーガ全体の目的は、人類を苦

しみ、悲しみから解放して、至福の喜びに導いていく、これが全ての聖典、経典、そして聖

者の教えの一番の根本です。そのために、経典や聖典をしっかりと勉強することが、皆さん

の幸せに繋がってくるのです。 

 

人間は魂そのものであり、宇宙の存在と繋がっているのだということを伝えている、最も心

を打つ、最も力のある本がバガバッドギーターです。 

 

第二章には我々人間のことについて書かれています。皆さん方人間の本質は、未来永劫、不

変の魂です。誰も触れることなく、皆さんの中にじっと留められた魂は、時間も空間も超越

しています。ですから、たとえ肉体が滅びるときがあっても、我々の中にある魂は全く変わ

らず存在し続けます。つまり我々人間というのは不死の魂です。 

 

この中の第六章はぜひお読みいただきたいと思います。ヨーガとは何かということが大変、

端的に書かれています。それがどういうことをもたらしてくれるか、はっきりと書かれてい

ます。ヨーガから最高にいい心を得たいと思えばどういうことをしなければならないかとい

う、一つの条件付けのようなものがかかれています。ですから、バガヴァットギーターを勉

強するのは大変重要であり、役に立つことです。 

 

ギーターの中では皆さんの修行についても語っています。いかに心をコントロールするか、

瞑想、感覚の統制、規制、あなたにとって良くない素質を取り除いていく方法、純粋化する

ことと正しい方向に向かっての生活、食物を純化すること、心と言葉の純粋化、他との付き

合い方、人生の中でどういうところで耐え忍ばなければならないか、どこで勇気が必要か、

恐れないで進む方法、自分の信じることをはっきりと態度にとれること。こうした俗世界の

描写があり、俗世界に住む時のいろいろな落とし穴に対する警告が書かれてあります。 

 

また、人類にとって何が有益で、何が危険なのか。どういうタイプの人たちが共存している

か。そのような人々が作り出す摩擦などについての描写。あなたと宇宙の究極的な力との繋

ぎ方、そしてあなたがこの俗世界に住みながら最高なる力とどういうふうに関係を保ってい

ったら良いかという方法。こうしたものを通して、永遠なる真実のことが書かれています。 

 

つまり、ヨーガの科学です。このやり方を学びながら神に近づいていけます。多くの疑問を

取り除いてくれ、あなたの抱いている多くの疑問に答えを与えてくれます。とてもはっきり

と直接的にあなたのことを語ってくれます。その答えでは、「勇気をもって数々の障害を乗

り越えていきなさい」と励ましてくれます。「はっきりとしっかりと正確を作っていきなさ

い」と言ってくれます。あなたが素晴らしい影響を受けて暮らしていける方法について教え

てくれます。 

 



バガバッドギーターを日々の生活に活かすために 

＊お勧めの日常生活のおくり方を簡単に示します＊     

 

朝、起床したら、大宇宙に向かって瞑想をします。瞑想の終わりにその日、あるいはその一週間

のゴールを心に定めて意識を集中させます。そのあとは仕事に出かけるなり、家事を行うなり、

それぞれの人の日々の務めを果たします。 

 

ある人は恵まれた環境にあり、ある人は不利な環境にあるかもしれません。しかし、いずれにし

ても、心の識別力とあらゆるものに対する無執着を持つことによって、私たちの前途にはもっと

バランスのとれた平安で美しい道がひろがっていくことでしょう。 

 

さらに昼夜、数回の瞑想を続けて、もし何か恵まれたことがあれば、それに対して感謝の祈りを

します。もし何も思いつかなくても、生きていることに対してだけでも感謝しましょう。 

 

仏陀が仰ったといわれているこの言葉の通りです 

「今日のこの日を心から感謝します。多くとまではいかなくても、何かを学ぶことができました。

学ぶことがほとんどなかったとしても、病気にはならずに済みました。もし、病気になったとし

ても、まだ死には至っていません。ですから、今日というこの日に感謝します。」 

 

人はいろいろな面から成熟していくのが、最も自然でスムーズな成長といえるでしょう。聖典の

言葉をオウム返しにする必要はありません。教えを自分の生活や状況に合わせて、賢く応用する

能力を養いましょう。ひとりになれる時間と場所をうまく確保して静かに自分をみつめることも

大切です。自分自身と自分の大切なものを守り、育てましょう。 

また、よい仲間をもち、分かち合うことも私たちの成長の助けとなります。  

 

        


